
17 2010.8 162010.8

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
品
展
」
写
真
募
集
！

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
利
用

し
た
天
然
の
す
だ
れ
で
す
。
日
差
し
を
遮
り
暑
さ
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
の
で
、

冷
房
の
使
用
が
抑
え
ら
れ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏
、
皆
さ
ん
が
育
て

て
作
っ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
写
真
に
撮
っ
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
作
品
は
10
月
下
旬
に
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人
、
市
内
の
学
校
・
事
業
所

応
募
方
法　

環
境
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
添
付
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
応
募

締
め
切
り　

９
月
30
日
㈭
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
先　
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津
山
市
山
北
５
２
０
環
境
生

活
課
（
市
役
所
１
階
１
番
窓
口
）
薊
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医
療
費
節
約
ポ
イ
ン
ト 

そ
の
１

　

　同じ病気でいくつもの病院に掛
かる重複受診や、症状が改善しな
いからといって不必要に次から次
へと医師を替えて受診することは、
同じ診察や検査などを繰り返すこ
とになり、医療費が高くなる原因
になります。
　また、複数の薬を同時に使うと、
副作用が出る場合もあります。今
受けている治療に不安があるとき
には、そのことを医師に伝えて話
し合ってみましょう。

問い合わせ先　保険年金課薊32-2
　071

重
複
受
診
は

　
　

や
め
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
は

　
　

や
め
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
は

　
　

や
め
ま
し
ょ
う

国 民 年 金
　
　保険料の免除や若年者納付猶予を受けた人は、その期間に応じて受け取る年金額が保険料を全額納付
したときに比べて少なくなります。このため、10年以内（例えば平成22年４月分は平成32年４月末ま
で）であれば、後から保険料を納付すること（追納）ができるようになっています。
　ただし、保険料の免除・納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度以降に保険料を追納す
る場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

●免除・猶予の承認を受けた保険料を平成22年度に追納する場合の額

※保険料の追納には納付書が必要です
問い合わせ先　津山年金事務所（田町）薊31-2363、保険年金課（市役所１階６番窓口）薊32-2072

国民年金保険料の追納ができます国民年金保険料の追納ができます国民年金保険料の追納ができます

平成12年度の月額
平成13年度の月額
平成14年度の月額
平成15年度の月額
平成16年度の月額
平成17年度の月額
平成18年度の月額
平成19年度の月額
平成20年度の月額
平成21年度の月額

全額免除
１５,７７０円
１５,１８０円
１４,５９０円
１４,３６０円
１４,１８０円
１４,２２０円
１４,２６０円
１４,３００円
１４,４１０円
１４,６６０円

半額免除
－
－

７,３００円
７,１８０円
７,０９０円
７,１１０円
７,１３０円
７,１５０円
７,２００円
７,３３０円

４分の１免除
－
－
－
－
－
－

３,５６０円
３,５７０円
３,６００円
３,６６０円

４分の３免除
－
－
－
－
－
－

１０,６９０円
１０,７２０円
１０,８１０円
１０,９９０円

 

人
材
育
成
事
業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　

津
山
地
域
の
産
業
振
興
に
必
要
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
行
う
、
自
主
的
な
研
修
活

動
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
産
業
従
事
者
ま
た

は
市
内
の
産
業
に
従
事
す
る
人
・
団
体

交
付
金
額　

必
要
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
50
万
円
）

締
め
切
り　

９
月
30
日
㈭

※
詳
し
く
は
つ
や
ま
産
業
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.t-shinsan.com

/dom
ain/

　

sangyojuku/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
市
人
づ
く
り
事
業
運

営
委
員
会
事
務
局（
産
業
支
援
課
内
）
薊
24

　

‐
０
７
４
０

不妊治療支援事業不妊治療支援事業不妊治療支援事業

 

地 

域
生
活
支
援
事
業
の

　
　
　
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

障
害
の
あ
る

人
へ
の
日
常
生

活
支
援
と
し
て

実
施
し
て
い
る

地
域
生
活
支
援

事
業
（
移
動
支
援
・
日
中
一
時
支
援
・
生
活

サ
ポ
ー
ト
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ

型
）
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
８
月
の
利

用
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
に
加
え
、
低
所
得

世
帯
の
人
も
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
薊
32
‐
２
０

　

６
７
、
蕭
32
‐
２
１
５
３

　昨年度は19人の皆さんから7,313,000円もの温かいご寄附をいただきました（市ホームペー
ジに寄附者一覧〈掲載希望者のみ〉を掲載）。
　厚くお礼申し上げますとともに、ご紹介いただきました皆さんに感謝申し上げます。
　今年度も引き続き、津山で生まれ育った方やご親戚などにお声掛け、ご紹介いただきます
よう、よろしくお願いいたします。

※ふるさと納税とは、出身地や応援したいと思う自治体に贈る寄附金。ふるさとを大切にしたい、貢献したいと
いう気持ちを寄附という形にしていただいた場合、住民税等を一定の限度まで控除できる制度です

ふるさと津山サポート寄附金（ふるさと納税）ふるさと津山サポート寄附金（ふるさと納税）ふるさと津山サポート寄附金（ふるさと納税）
～忘れることのないふるさと津山へあなたからぬくもりの支援を～

ふふ

　

市
で
は
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
」
な
ど

を
目
的
に
７
つ
の
活
用
メ
ニ
ュ
ー
を
設

け
、
平
成
20
年
８
月
か
ら
、
寄
附
金
に

よ
り
「
ふ
る
さ
と
津
山
」
を
応
援
い
た

だ
く
皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
８
月
か
ら
は
、
５
千
円
以
上
の

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
を
「
ふ
る

さ
と
津
山
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
。

津
山
城
（
鶴
山
公
園
）
な
ど
の
公
共
施

設
へ
の
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
を
贈
り
ま
す
。

活
用
事
業

●
「
ふ
る
さ
と
こ
ど

　

も
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　

と
し
て
、
子
育
て

　

支
援
の
た
め
の
家

　

庭
訪
問
車
両
を
導

　

入（
平
成
21
年
度
・

　

１
０
６
万
円
）

●
「
環
境
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、

城
東
地
区
の
屋
外
一
時
的
避
難
所
の

確
保
と
鶴
山
公
園
周
辺
の
景
観
保
全

の
た
め
、
津
山
気
象
観
測
所
隣
接

地
の
取
得
・
整
備
（
平
成
22
年
度
・

５
０
０
万
円
）

※
寄
附
方
法
や
活
用
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

産
業
支
援
課
薊
32
‐

２
０
８
１

○○

○○○○

　不妊治療のうち、医療保険が適用されず
高額の医療費がかかる体外受精と顕微授精
について、治療に要する費用の一部を助成
することにより、不妊に悩む夫婦の経済的
負担を軽減します。
対　象
　●岡山県不妊治療支援事業の助成を受け
ている夫婦

　●夫婦のいずれかが１年以上市内に在住
　●７月１日以降に治療を終了した人
助成額
　●治療費から県の助成額を引いた額の３
分の１以内で、１回につき10万円を
限度とする

　●年度に２回を限度とし、初年度から５
年以内で夫婦１組につき４回まで助成

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069


